
6よしかわ議会だより

指
定
避
難
所
全
18
ヵ
所
の
建
築

　

非
構
造
部
材
の
安
全
水
準
は

吉
川　

敏
幸

問　

熊
本
地
震
に
よ
り
熊
本
県
内
の

指
定
避
難
所
71
ヵ
所
が
閉
鎖
や
一
部

閉
鎖
と
な
っ
た
が
、
９
割
が
建
築
非

構
造
部
材
の
損
傷
が
原
因
。
吉
川
市

の
建
築
非
構
造
部
材
の
安
全
水
準
は
。

答
健
康
福
祉
部
長　

平
成
18
年
以
降

の
建
物
の
み
適
用
と
さ
れ
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
天
井
、
ガ
ラ
ス
等
未

対
応
で
あ
り
、
今
後
、
対
応
す
る
。

答
教
育
部
長　

美
南
小
の
み
Ａ
類
で

あ
る
が
、
他
の
小
中
学
校
で
も
建
築

非
構
造
部
材
の
対
策
を
行
っ
て
お
り
、

安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
文
科
省
の
指
針
に
則
り
進
め
た
い
。

◆�

市
が
吉
川
松
伏
医
師
会
に
依
頼
し

て
い
る
各
種
事
業
は

答
健
康
福
祉
部
長　

各
種
健
康
診
査
、

が
ん
検
診
、
予
防
接
種
等
、
学
校
医

や
審
議
会
等
の
開
催
は
診
療
時
間
外
。

◆�

医
師
会
を
除
名
さ
れ
た
医
療
機
関

の
除
名
理
由
は

答
健
康
福
祉
部
長　

吉
川
医
師
会
を

立
ち
上
げ
た
た
め
。

◆�

過
去
に
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

顕
在
化
し
た
。
市
の
見
解
は

答
健
康
福
祉
部
長　

市
民
に
影
響
が

で
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

※
今
議
会
で
の
私
の
一
般
質
問
中
、

﹃
吉
川
松
伏
医
師
会
の
決
定
は
、
上

部
団
体
で
あ
る
埼
玉
県
医
師
会
に
お

い
て
も
全
員
一
致
で
除
名
相
当
の
決

定
が
な
さ
れ
﹄
の
発
言
は
、正
し
く
は
、

『３
分
の
２
以
上
の
賛
成
多
数
で
除

名
相
当
の
決
定
が
な
さ
れ
﹄
と
な
り

ま
す
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

熊
本
地
震
の
教
訓
を
活
か
し
た

防
災
対
策
の
考
え
方
に
つ
い
て

稲
葉　

剛
治

問　

熊
本
地
震
後
に
現
地
に
市
職
員

を
派
遣
し
調
査
を
行
っ
た
事
を
ふ
ま

え
災
害
対
策
本
部
と
な
る
庁
舎
の
建

設
に
お
い
て
、
優
先
す
る
事
項
は
な

ん
だ
と
お
考
え
か
伺
う
。

答
総
務
部
長　

当
市
の
現
庁
舎
の
耐

震
性
は
低
い
。
熊
本
の
よ
う
な
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
現
庁
舎
は
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
り
、
災
害
対
策
本
部
と

し
て
の
機
能
も
果
た
す
事
が
出
来
な

い
事
態
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
熊

本
地
震
に
お
け
る
被
災
自
治
体
の
現

状
を
踏
ま
え
、
庁
舎
建
設
は
完
成
ま

で
の
ス
ピ
ー
ド
を
最
優
先
と
す
る
。

◆�

「
農
福
連
携
」
の
取
組
み
つ
い
て

問　

福
祉
と
連
携
し
た「
農
福
連
携
」

の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

答
市
民
生
活
部
長　

農
福
連
携
の
取

組
み
は
農
業
分
野
の
課
題
と
、
障
が

い
者
の
訓
練
や
雇
用
の
場
の
ニ
ー
ズ

を
結
び
つ
け
る
大
変
注
目
す
べ
き
取

組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
関

係
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
当
市
の

実
態
や
特
性
に
あ
っ
た
農
福
連
携
に

つ
い
て
広
く
研
究
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
笑
顔
と
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

遠
藤　

義
法

問　

①
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や

暑
さ
対
策
。
②
学
力
向
上
に
教
職
員

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
非
正
規

教
職
員
の
現
状
と
改
善
策
は
。
③
生

活
困
窮
世
帯
の
実
態
把
握
と
対
策
は
。

答
教
育
部
長　

①
東
中
学
校
と
仮

称
・
第
４
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
や
エ
ア
コ
ン
設
置
を
計
画
。
以
後

順
次
検
討
す
る
。
②
教
職
員
定
数

と
臨
時
採
用
教
職
員
数
は
、
小
学

校
２
０
６
名
中
19
名
、
中
学
校
は

１
１
１
名
中
11
名
で
あ
る
。
本
採
用

の
教
職
員
と
す
る
よ
う
県
に
要
望
し

て
い
く
。

答
健
康
福
祉
部
長　

③
市
内
の
貧
困

の
実
態
調
査
は
や
っ
て
い
な
い
。

問　

吉
川
産
の
花
し
ょ
う
ぶ
栽
培
に

も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

答
市
民
生
活
部
長　

生
産
者
が
減
少
、

産
業
と
し
て
再
び
吉
川
に
根
付
か
せ

る
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

◆
地
域
防
災
の
意
識
づ
く
り
を

問　

学
校
教
育
や
自
主
防
災
組
織
で

の
自
ら
生
き
る
た
め
の
意
識
づ
く
り

と
備
蓄
物
資
の
状
況
は
。

答
教
育
部
長　

児
童
生
徒
が
自
ら
安

全
に
行
動
で
き
る
意
識
を
高
め
て
い
る
。

答
市
民
生
活
部
長　

自
ら
の
地
域
を

守
る
意
識
を
高
め
る
。
備
蓄
物
資
は

其
々
違
い
が
あ
り
、
充
実
を
図
る
。

「
医
療
と
介
護
連
携
」
進
捗
状
況
、

及
び
医
師
会
と
の
関
係
は

雪
田　

き
よ
み

問　

人
口
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

医
療
ニ
ー
ズ
と
介
護
ニ
ー
ズ
を
併
せ

持
つ
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
て
い
く

た
め
に
は
、
在
宅
医
療
の
充
実
は
不

可
欠
の
要
素
で
す
。
医
療
・
介
護
連

携
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
と
進

捗
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
健
康
福
祉
部
長　

吉
川
松
伏
医
療

と
介
護
連
携
の
会
の
中
で
、
年
３
回

程
度
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

医
師
会
と
協
議
を
進
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
、
ま
だ
協
議

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
上
で
は
、
医
師
会
と
の
連
携

は
非
常
に
重
要
で
す
。
吉
川
市
で
は
、

学
校
医
と
介
護
保
険
認
定
審
査
員
の

医
師
が
３
月
末
で
大
量
辞
任
し
、
そ

の
補
充
も
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

医
師
会
と
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
を

し
て
い
ま
す
か
。

答
市
長　

部
長
と
副
市
長
が
医
師
会

に
何
度
も
足
を
運
び
、
私
も
会
え
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
会
っ
て
、
私
が
何

か
新
し
い
こ
と
を
し
て
今
ま
で
に
あ

っ
た
医
師
会
の
あ
る
部
分
を
崩
し
た

り
奪
っ
た
り
し
た
こ
と
は
全
く
な
い

と
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

開
か
れ
た
誇
れ
る
新
庁
舎
に

「
仕
上
げ
が
大
事
」

伊
藤　

正
勝

問　

新
庁
舎
建
設
は
大
詰
め
。
市
民

と
歩
む
開
か
れ
た
庁
舎
が
コ
ン
セ
プ

ト
。
ど
う
折
り
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
総
務
部
長　

災
害
対
策
の
拠
点
、

機
能
を
持
ち
、
誰
も
が
利
用
し
易
い

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
環
境
に
も
配
慮
。
災
害
に
備

え
自
家
発
電
、
無
線
室
は
上
階
に
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
。
太
陽
光
発
電
も
。
会

議
室
の
配
置
や
可
動
間
仕
切
り
の
多

用
。
窓
や
壁
の
色
、
照
明
も
き
よ
み

野
の
景
観
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
進
め

た
い
。移
転
は
30
年
５
月
連
休
を
想
定
。

問　

新
庁
舎
の
２
階
入
口
は
お
あ
し

す
と
回
廊
で
結
ば
れ
る
。
お
あ
し
す

の
思
い
切
っ
た
改
修
、
見
直
し
は
。

答
教
育
部
長　

多
目
的
ホ
ー
ル
の
音

響
施
設
や
展
示
場
の
照
明
。
屋
上
庭

園
や
ハ
ー
ト
フ
ル
ポ
ッ
ト
の
一
層
の

活
用
。
会
議
室
な
ど
の
見
直
し
な
ど

質
問
の
件
を
含
め
総
合
的
に
検
討
を

進
め
た
い
。
改
修
内
容
に
つ
い
て
は

29
年
度
当
初
予
算
に
盛
り
込
め
る
よ

う
に
作
業
を
進
め
る
。

問　

現
庁
舎
や
跡
地
の
扱
い
は
。

答
総
務
部
長　

現
庁
舎
は
移
転
後
解

体
。
跡
地
は
保
健
セ
ン
タ
ー
利
用
部

分
を
除
き
、
売
却
以
外
の
選
択
肢
が

な
い
か
検
討
。
教
育
委
員
会
使
用
の

別
館
は
書
庫
と
し
て
利
用
を
計
画
。

公
契
約
条
例
制
定
を

佐
藤　

清
治

問　

公
契
約
条
例
は
２
０
０
９
年
９

月
千
葉
県
野
田
市
で
全
国
で
初
め
て

誕
生
し
、
今
、
全
国
で
制
定
の
動
き
が

広
ま
っ
て
い
ま
す
。
草
加
市
で
は
平
成

26
年
９
月
議
会
で
成
立
、
越
谷
市
で

も
素
案
が
出
来
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

吉
川
市
で
も
制
定
す
べ
き
で
す
。

答
総
務
部
長　

近
年
、
近
隣
市
に
お

き
ま
し
て
条
例
化
や
条
例
制
定
に
む

け
た
動
き
が
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
そ
の
状
況
の
把
握
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◆�

公
共
工
事
の
落
札
業
者
に
労
働
環

境
の
把
握
調
査
実
施
を

問　

吉
川
市
と
し
て
公
共
工
事
を
落

札
し
た
業
者
に
対
し
、
工
事
前
に
賃

金
額
時
間
外
割
増
、
社
会
保
険
加
入

等
の
労
働
条
件
報
告
書
と
、
工
事
完

成
後
に
個
々
の
労
働
者
の
賃
金
支
払

い
額
の
報
告
書
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
総
務
部
長　

社
会
保
険
に
つ
き
ま

し
て
は
、
法
律
に
基
き
受
注
者
に
よ

る
工
事
に
関
す
る
施
行
対
象
台
帳
の

作
成
や
、
市
へ
の
提
出
に
よ
り
社
会

保
険
の
加
入
状
況
を
把
握
し
、
未
加

入
の
場
合
は
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

賃
金
に
つ
い
て
は
労
使
間
で
対
応
し

て
い
る
事
か
ら
報
告
書
の
提
出
を
求

め
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

答
え
て
市
長
！
一
般
質
問�

前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き


